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田
植
も
終
え
、
新
緑
が
一
層

増
し
、
清
々
し
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
各
放
牧
場
と
も
一
斉

に
入
牧
が
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ

初
夏
の
到
来
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
梅
雨
入
り
を
目

前
に
、
牧
草
収
穫
作
業
等
多
忙

な
日
々
と
察
し
ま
す
が
、
農
作

業
事
故
・
乳
質
の
保
全
管
理
に

は
充
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

六
月
、
組
合
に
お
き
ま
し
て

は
、
本
年
も
地
域
別
説
明
会
、

総
代
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
多
数
の
ご
出
席
を
お
待

ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
国
庫
補
助
事
業

「
需
要
期
生
乳
生
産
推
進
事

業
」
が
始
ま
り
ま
す
。
暑
熱
対

策
・
快
適
な
生
産
環
境
に
心
が

け
、
組
合
の
需
要
期
生
乳
生
産

奨
励
制
度
と
併
せ
て
有
効
な
活

用
を
願
う
も
の
で
す
。
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十
五
年
度
業
務
報
告

　

第
三
年
次
の
組
合
業
務
が
終
了
し
、

第
四
年
次
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
詳

細
な
報
告
は
、
今
年
も
予
定
し
て
お
り

ま
す
地
域
別
説
明
会
に
お
い
て
報
告
申

し
上
げ
ま
す
が
、
概
要
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

生
乳
生
産
量

　

全
国
の
生
乳
生
産
量
は
八
百
四
万
一

千
ト
ン
（
前
年
比
一
〇
〇
・
六
％
）
と

な
り
ま
し
た
。
地
域
別
に
見
ま
す
と
、

前
年
実
績
を
上
回
っ
た
の
は
北
海
道
一

〇
一
・
八
％
・
九
州
一
〇
三
・
八
％
・

中
国
地
方
一
〇
〇
・
六
％
の
三
地
域
で

す
。
関
東
の
生
産
量
は
百
三
十
六
万
六

千
ト
ン
、
前
年
比
九
八
・
四
％
で
し
た
。

　

生
乳
販
売
事
業

　

組
合
の
総
生
産
乳
量
は
二
十
一
万
七

百
十
三
ト
ン
と
前
年
比
九
九
・
二
％
で

し
た
。
飼
養
頭
数
の
減
少
、
搾
乳
素
牛

の
高
騰
に
よ
り
更
新
が
進
ま
な
か
っ
た

等
が
起
因
し
て
お
り
ま
す
。
加
工
向
け

は
冷
夏
の
影
響
等
に
よ
り
、
関
東
平
均

で
は
六
・
四
九
％
と
前
年
よ
り
〇
・
九

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

　

乳
質
は
各
位
の
ご
努
力
に
よ
り
、
乳

脂
肪
・
無
脂
乳
固
形
分
・
体
細
胞
数
と

も
前
年
よ
り
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

　

特
に
細
菌
数
は
、
十
万
以
下
が
九
九

・
五
％
と
改
善
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
集
乳
車
に
オ
ー
ト
サ
ン
プ

ラ
ー
の
設
置
、
ハ
ン
デ
ィ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
整
備
に
よ
り
業
務
の
統
一
と
合
理

化
を
図
り
、
奨
励
措
置
と
し
て
需
要
期

出
荷
奨
励
・
優
良
生
乳
出
荷
奨
励
金
及

び
緊
急
生
乳
増
産
対
策
等
で
総
額
三
億

五
千
百
万
円
の
支
払
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
乳
販
売
事
業

　

不
況
の
長
期
化
・
冷
夏
・
低
価
格
販

売
合
戦
等
の
影
響
を
う
け
、
販
売
実
績

二
千
二
十
二
万
五
千
本
と
前
年
比
八
二

％
（
計
画
比
一
〇
二
・
九
％
）
の
厳
し

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
販
売
先
の
新

規
拡
販
と
合
わ
せ
て
新
発
売
し
た
「
那

須
だ
い
す
き
牛
乳
」
は
、
各
方
面
か
ら

好
評
を
得
て
お
り
、
今
後
に
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

購
買
事
業

　

飼
料
価
格
は
、
配
合
飼
料
に
お
い
て

原
料
事
情
・
為
替
・
船
運
賃
の
変
動
に

よ
り
、
年
間
を
通
し
値
上
げ
基
調
と
な

り
ま
し
た
が
、
粗
飼
料
は
船
運
賃
の
高

騰
が
あ
っ
た
も
の
の
、
主
産
地
の
豊
作

等
に
よ
り
通
年
で
は
値
下
げ
に
て
推
移

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

巡
回
に
よ
る
指
導
購
買
を
推
進
し
た
結

果
、
濃
厚
飼
料
十
万
三
千
五
百
九
十
ト

ン
・
前
年
比
一
〇
〇
・
二
％
（
計
画
比

九
七
・
三
％
）、粗
飼
料
五
万
四
千
四
百

五
十
五
ト
ン
・
前
年
比
一
〇
五
％
（
計

画
比
一
〇
三
・
九
％
）
の
実
績
を
収
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
配
合

・
粗
飼
料
利
用
奨
励
金
と
し
て
一
億
五

千
百
万
円
を
支
払
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

指
導
事
業

　

各
戸
の
巡
回
指
導
に
よ
り
情
報
の
提

供
・
管
理
技
術
の
普
及
・
安
定
経
営
の

確
立
等
に
努
め
ま
し
た
。
特
に
、「
家
畜

排
せ
つ
物
法
」
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て

は
、
未
整
備
農
家
を
巡
回
し
な
が
ら
施

設
の
整
備
を
推
進
し
ま
し
た
。
組
織
活

動
に
お
き
ま
し
て
は
、
支
所
事
業
運
営

協
議
会
・
青
年
部
・
女
性
会
活
動
の
支

援
を
行
い
な
が
ら
乳
牛
導
入
・
預
託
事

業
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

牧
場
事
業

　

健
康
な
後
継
牛
育
成
を
め
ざ
し
、
冬

季
の
舎
外
放
牧
を
行
な
っ
た
結
果
、
良

好
な
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
の
で
、
今
後
も
継
続
す
る
予
定
で
す
。

預
託
頭
数
は
期
中
の
退
場
が
二
百
四
頭

あ
り
、
期
末
在
場
頭
数
は
三
百
二
十
一

頭
、
計
画
比
一
〇
二
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

財　
　

務

　

今
期
加
入
者
は
、
親
子
加
入
を
含
め

十
七
名
、
脱
退
者
が
二
十
五
名
あ
り
ま
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し
た
。
資
本
造
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
二

億
二
千
万
の
増
資
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

（
ご
協
力
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。）
財
務
状
況
は
、
自
己
資
本
に
お

き
ま
し
て
増
資
、
準
備
・
積
立
金
等
に

よ
り
前
年
よ
り
二
億
四
千
万
円
増
加
い

た
し
ま
し
た
。

十
六
年
度
事
業
方
針

　

生
乳
販
売
事
業
は
、
生
乳
販
売
目
標

を
二
十
一
万
二
千
百
ト
ン
（
前
年
比
一

〇
〇
・
八
％
）
と
設
定
し
ま
し
た
。
今

後
、
飼
養
頭
数
の
減
少
・
初
妊
牛
価
格

の
高
騰
等
の
誘
因
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

安
全
・
安
心
な
高
品
質
現
乳
の
販
売
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
新
規
補
助
事
業

「
需
要
期
生
乳
生
産
推
進
事
業
」
と 
相 あい

 
俟 
っ
て
、
需
要
期
奨
励
・
優
良
生
乳
奨

ま励
策
及
び
乳
質
共
励
会
を 
踏  
襲 
し
ま
す
。

と
う 
し
ゆ
う

　

市
乳
販
売
は
、
事
業
目
標
を
二
千
百

万
本
（
前
年
比
一
〇
四
％
）
と
策
定
し

ま
し
た
。
市
場
は
、
依
然
と
し
て
低
価

格
競
争
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
明
治

乳
業
㈱
・
東
京
明
販
㈱
と
の
協
調
に
よ

り
値
締
め
を
継
続
し
、
主
力
商
品
「
南

那
須
牛
乳
」・
「
酪
農
牛
乳
」・
「
那
須

だ
い
す
き
牛
乳
」
を
重
点
に
、
効
率
的

拡
売
に
努
め
ま
す
。

　

購
買
事
業
は
、
安
全
・
良
質
・
安
価

な
飼
料
の
安
定
供
給
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

指
定
配
合
及
び
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
普
及
推
進
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
各
戸
巡
回
に
よ
る

指
導
購
買
を
基
本
に
、
組
合
購
買
の
利

用
を
一
層
推
進
し
、
前
年
に
続
き
配
合

・
粗
飼
料
等
の
利
用
奨
励
措
置
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

指
導
事
業
は
、
本
年
十
一
月
よ
り
完

全
実
施
さ
れ
ま
す「
家
畜
排
せ
つ
物
法
」

に
対
応
す
る
た
め
、
未
整
備
者
の
早
期

整
備
に
全
力
を
注
い
で
参
り
ま
す
。
ま

た
、
飼
養
環
境
等
の
改
善
に
よ
る
個
体

能
力
の
向
上
と
生
産
整
備
の
強
化
を
図

る
と
共
に
、
自
家
育
成
・
預
託
に
よ
る

後
継
牛
確
保
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
は
、
定
休
型
の

拡
充
と
傷
病
時
利
用
互
助
会
の
充
実
を

図
り
利
用
者
対
応
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

診
療
事
業
は
、
指
導
診
療
を
中
心
に

体
細
胞
数
の
向
上
と
乳
房
炎
防
除
に
努

め
る
と
と
も
に
、
優
良
乳
用
牛
の
効
率

的
な
生
産
を
目
指
し
、
受
精
卵
移
植
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
り
法
定
伝
染
病
の
防
疫
対
策
を

図
り
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
牧
場
は
、
冬
季
の
舎
外
放

牧
を
行
い
、
健
全
な
後
継
牛
作
り
に
努

め
、
預
託
者
の
要
望
に
よ
り
受
精
卵
移

植
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
牧
場
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
牧
場
運
営
検
討
会
で

策
定
し
ま
し
た
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

具
体
的
な
計
画
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ

ら
に
、
今
年
度
よ
り
「
県
有
土
上
平
放

牧
場
」
を
本
組
合
が
管
理
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
ふ
れ
あ
い
牧
場
と

の
放
牧
体
系
を
考
慮
し
な
が
ら
有
効
に

活
用
し
ま
す
。

　

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
新
設
は
、
同
建
設
委

員
会
及
び
理
事
会
に
お
い
て
慎
重
な
協

議
の
下
、
国
庫
補
助
事
業
の
認
定
を
受

け
ま
し
て
、
黒
磯
市
内
の
自
敷
地
に
八

月
着
工
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
所

で
す
。
ま
た
、
同
敷
地
内
に
那
須
高
原

支
所
を
合
わ
せ
て
建
設
予
定
で
す
。

　

資
本
造
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年

度
も
目
標
額
一
億
二
千
万
円
に
向
け
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

管
理
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
事

考
課
制
度
に
よ
る
人
事
管
理
を
行
い
、

事
務
合
理
化
と
管
理
費
用
の
圧
縮
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
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「
家
畜
排
せ
つ
物
法
」の
対

応
と
那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
新
設

����

����

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
の
井
戸
掘
削
作
業

「家畜排せつ物法」が11月より完全実施され
ますので、早急な対応が求められています。
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第
十
二
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
第
三
回
栃
木
県
実
行
委
員
会
が
、
平
成

十
六
年
五
月
二
十
日�
、
県
公
館
で
開
催

さ
れ
、
と
ち
ぎ
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
２
０

０
５
（
第
十
二
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
栃
木
大
会
・
第
四
回
全
日
本
ジ
ャ

ー
ジ
ー
共
進
会
栃
木
大
会
）
開
催
の
骨
格

と
な
る
基
本
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
と
ち
ぎ
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
２
０
０

５
」
は
、「
ミ
ル
ク
の
国　

宣
言
！
」
を
テ

ー
マ
と
し
、
来
年
十
一
月
三
日
か
ら
六
日

ま
で
壬
生
町
羽
生
田
地
内
県
有
地
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
心
と
な
る
共
進
会
は
、

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
三
〇
〇
頭
（
四
五
都
道

府
県
）、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
六
〇
頭
（
十
四
都

道
県
）
の
合
計
三
六
〇
頭
で
競
わ
れ
ま
す
。

本
県
か
ら
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
三
十
四
頭
、

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
三
頭
の
出
品
を
予
定
し
て

お
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
候
補
牛
の

巡
回
や
技
術
講

習
会
等
を
開
催

し
、
出
品
牛
対

策
の
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
基
本
計

画
で
は
、
共
進

会
に
併
せ
栃
木

県
民
み
ん
な
が

「
参
加
す
る
」イ

ベ
ン
ト
を
数
多
く
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

主
な
イ
ベ
ン
ト
ゾ
ー
ン
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
情
報
・
展
示
ゾ
ー
ン

　

農
業
等
最
新
技
術
展
示
、
栃
木
観
光
情

報
、
牛
乳
・
乳
製
品
紹
介
等

②
食
・
物
産
ゾ
ー
ン

　

お
い
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
（
牛
乳
・
乳
製

品
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
を
準
備
し
、

【
地
産
地
消
】
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め

の
レ
ス
ト
ラ
ン
）
等

③
イ
ベ
ン
ト
ゾ
ー
ン
等

　

折
り
牛
を
使
っ
た
「
二
〇
〇
万
人
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
ツ
リ
ー
」の
制
作
・
展
示（
折

り
牛
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
）、酪
農

を
テ
ー
マ
と
し
た
県
民
参
加
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
、
バ
タ
ー
作
り
体
験
（
一
千
人
規
模
で

ギ
ネ
ス
に
挑
戦
）、
乳
搾
り
体
験
等

　

ま
た
、
本
年
十
一
月
三
日�
、
大
会
開

催
予
定
地
に
お
い
て
「
と
ち
ぎ
フ
ァ
ー
ム

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
プ
レ
大
会
」（
第
十
七

回
栃
木
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
及
び
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
併
催
）
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
様
の
御
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
大
会
成
功
に
向
け
計
画
的
に

諸
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
皆
様
方
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

���
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第
十
二
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

　
　

栃
木
県
実
行
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
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６
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３
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２
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那
須
高
原
支
所

　

地
域
酪
農
組
合
・
青
年
部
・
女
性
会

　
　
　
　

通
常
総
会
を
開
催

　

各
支
部
に
お
い
て
通
常
総
会
が
行
な

わ
れ
、
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
終
了
後
は

「
家
畜
排
せ
つ
物
法
」
に
つ
い
て
も
話

し
合
わ
れ
、
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

 
地
域
酪
農
組
合 

那
須
地
域　
　

五
月
十
四
日

　

那
須
高
原
支
部　

四
月
三
十
日

　

中
部
支
部　
　
　

四
月
二
十
三
日

　

高
久
支
部　
　
　

四
月
十
九
日

黒
磯
地
域　
　

四
月
二
十
六
日

　

穴
沢
支
部　
　
　

四
月
二
十
日

　

高
林
支
部　
　
　

四
月
二
十
二
日

　

青
木
支
部　
　
　

四
月
十
五
日

　

く
ろ
い
そ
支
部　

四
月
十
五
日

塩
原
・
西
那
須
地
域　

四
月
二
十
三
日

　

塩
原
支
部　
　
　

四
月
二
十
三
日

　

西
那
須
野
支
部　

四
月
二
十
三
日

大
田
原
地
域　

四
月
二
十
一
日

　

大
田
原
支
部　
　

三
月
二
十
四
日

　

黒
羽
支
部　
　
　

四
月
一
日

　

湯
津
上
支
部　
　

四
月
十
五
日

青
年
部

　

那
須
支
部　
　
　

四
月
二
十
七
日

　

黒
磯
支
部　
　
　

四
月
二
十
七
日

塩
原
・
西
那
須
支
部　

四
月
二
十
六
日

　

大
田
原
支
部　
　

四
月
十
六
日

女
性
会

　

那
須
支
部　
　
　

四
月
二
十
三
日

　

黒
磯
支
部　
　
　

四
月
二
十
一
日

塩
原
・
西
那
須
支
部　

四
月
二
十
二
日

　

大
田
原
支
部　
　

四
月
十
五
日

　

宇
都
宮
支
所

　

那
須
南
地
域
酪
農
組
合
通
常
総
会
開
催

　

四
月
十
三
日�
那
須
南
地
方
農
業
共

済
組
合
に
て
、
菊
池
副
組
合
長
を
招
き

第
三
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
当
地
域
酪
農
組
合
長
の
小
森

幸
雄
氏
が
、「
年
々
生
産
段
階
で
の
管
理

義
務
が
求
め
ら
れ
、
今
年
十
一
月
一
日

か
ら
は
「
家
畜
排
せ
つ
物
法
」
が
施
行

さ
れ
ま
す
が
、
酪
農
維
持
発
展
に
は
避

け
て
通
れ
な
い
時
代
と
な
っ
た
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
菊
池
副
組
合
長
よ
り
挨
拶

と
と
も
に
、
組
合
の
実
績
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
特
に
、
脱
脂
粉
乳
等
酪
農
情

勢
・
平
成
十
六
年
度
の
生
乳
計
画
生
産

の
見
通
し
・
第
十
二
回
全
共
開
催
の
進

捗
状
況
・
米
国
Ｂ
Ｓ
Ｅ
発
生
に
関
連
す

る
事
項
・
合
併
効
果
・
組
合
の
中
期
構

想
立
案
中
で
あ
る
こ
と
等
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
後
議
長
が
選
出
さ
れ
議
事

に
入
り
、
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承

認
と
な
り
ま
し
た
。

　

青
年
部
・
女
性
会

　
　
　
　
　

通
常
総
会
を
開
催

　

各
支
部
に
お
い
て
、
第
三
回
通
常
総

会
が
行
な
わ
れ
、
全
議
案
が
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
会

　

①
那
須
南
支
部　

四
月
十
五
日�

　

②
宇
河
今
市
支
部　

五
月
十
七
日�

　

③
塩
谷
支
部　

五
月
二
十
八
日�

　

青
年
部

　

①
宇
河
今
市
支
部　

四
月
二
十
六
日

�
　

②
塩
谷
支
部　

四
月
二
十
八
日�

　

③
那
須
南
支
部　

五
月
十
二
日�

　

今
年
度
は
、青
年
部
・
女
性
会
各
支
部

と
も
役
員
改
選
が
行
な
わ
れ
、
支
部
長

以
下
全
員
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

栃
木
県
南
支
所

　

益
子
町
の
花
園

　

益
子
町
の
酪
農
家
で
は
牛
舎
や
自
宅

の
周
り
に
環
境
美
化
で
配
布
し
た
パ
ン

ジ
ー
を
中
心
に
多
種
の
花
が
咲
き
揃
っ

て
い
ま
す
。

　

益
子
陶
器
市
の
近
く
で
酪
農
を
営
む

岩
淵
英
子
さ
ん
が
、
丹
精
こ
め
た
花
を

酪
農
仲
間
の
皆
さ
ん
に
分
け
て
い
ま
す
。

　

本
人
は
花
が
い
っ
ぱ
い
き
れ
い
に
咲

く
の
が
嬉
し
く
て
楽
し
ん
で
い
る
だ
け

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
ベ
テ
ラ
ン
の
花

博
士
で
あ
ら
ゆ
る
種
類
、
栽
培
法
を

語
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

五
十
数
種
の
花
が
あ
り
、
秋
に
は
種

を
取
り
選
別
し
て
、
次
の
年
の
た
め
に

保
存
し
て
い
ま
す
。
土
は
山
の
神
様
か

ら
赤
土
を
頂
い
て
、
牛
に
し
っ
か
り
踏

ま
せ
た
木
の
葉
と
混
ぜ
て
二
年
間
熟
成

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
花
を
好
き
な
人
が
喜
ん
で
く

れ
る
の
で
分
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
で

は
開
花
の
季
節
に
な
る
と
、
酪
農
家
仲

間
が
集
ま
り
、
咲
き
揃
っ
た
花
を
見
な

が
ら
持
ち
寄
っ
た
お
菓
子
で
お
茶
会
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
に
始
ま
っ
た

恒
例
の
花
見
会
が
、
十
数
年
間
も
続
い

て
い
ま
す
。

　

酪
農
家
に
分
け
た
花
は
秋
ま
で
次
々

と
咲
い
て
、

牛
舎
美
化
に

役
立
っ
て
い

ま
す
。
岩
淵

さ
ん
、
是
非

い
つ
ま
で
も

続
け
て
酪
農

家
を
花
園
に

し
て
下
さ
い
。
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� ������������

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移

�　脂肪率の推移 �　乳量の推移

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

酪　

農　

部

　

夏
期
放
牧
開
始

　

山
々
の
緑
が
鮮
や
か
な
土
上
平
放
牧

場
で
、
五
月
十
三
日
入
牧
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
や
や
肌
寒
く
時
折
小
雨
の
混

じ
る
天
候
で
し
た
が
、百
四
十
七
頭（
全

て
酪
農
と
ち
ぎ
）
が
入
牧
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
土
上
平
放
牧
場
の
管
理

が
、
栃
木
県
酪
連
か
ら
当
組
合
に
業
務

移
管
さ
れ
た
最
初
の
入
牧
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
預
か
り
し
た
育
成
牛
が
立
派
に
成

長
し
、
秋
に
は
無
事
に
皆
さ
ん
の
元
へ

返
戻
で
き
る
よ
う
、
管
理
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

な
お
、
県
内
各
放
牧
場
の
入
牧
状
況

を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

生
乳
販
売
部

　

生
乳
生
産
減
少
傾
向
続
く
！

　

組
合
の
三
月
生
乳
生
産
乳
量
は
一
八
、

四
〇
二
㌧
、
前
年
比
九
十
九
％
と
な
り

ま
し
た
。

　

十
月
以
降
の
生
産
が
回
復
さ
れ
た
要

因
と
し
て
分
娩
頭
数
、
気
候
的
、
個
体

能
力
向
上
に
よ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

前
年
度
上
半
期
が
九
十
七
・
七
％
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
る
と
下
期
に
お
い

て
生
産
が
か
な
り
回
復
し
た
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
府
県
に
お
い
て
は
一
・
四

％
減
と
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
用
途
別
販
売
実
績
を
み
る
と

関
東
生
乳
販
連
に
お
い
て
は
、
飲
用
牛

乳
向
け
販
売
量
は
前
年
比
九
八
・
三
％

と
依
然
と
し
て
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
ず
、

特
定
乳
製
品
向
け
に
つ
い
は
飲
用
消
費

量
の
減
少
か
ら
前
年
比
一
〇
二
・
七
％

と
増
加
し
、
需
給
は
緩
和
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

乳
質
に
お
い
て
は
前
月
に
引
き
続
き

無
脂
固
形
分
率
・
脂
肪
率
と
も
前
年
を

上
回
る
成
績
と
な
っ
て
お
り
、
細
胞
数

は
前
年
を
約
一
・
七
万
向
上
し
て
い
ま

す
。

　

十
五
年
度
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。 

各放牧場の入牧状況
入牧頭数入　牧　日牧　場　名

 58（ 43）４月14日大野放牧場

 74（ 52）４月26日豊月平放牧場

425（324）５月11日那須模範牧場

147（147）５月13日土上平放牧場

 59（ 59）５月18日霧降高原牧場

763（625）県内放牧場入牧頭数

（ 　）は酪農とちぎ

�
�
�
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５月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：頭，千円（税込）〕

551　
 以上

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

351　
 ～400

～350
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

177866281664842115月11日釧 路

1767251231015403335月11日十 勝

9552602255282345月12日北 見

259771271334932365月20日豊 富

124855512715392845月24日十 勝

36127128581134893635月27日根 室

47351143117062145151,661合 計

75361840112853275231,980前 月

25403074825714621,425前年同月

〔単位：円（税込）〕平成16年５月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

５５,５２５７,４６０７５,６００－１２５ホルス雄

十
五
日

西
那
須
野

１３５,４３５７９,８００１７８,５００－７１Ｆ１雄

６９,２３６２７,３００９９,７５０－７５Ｆ１雌

７６,０００７６,０００７６,０００６８１ホルス雄

十
七
日

館　

林
１４６,０００１１５,０００１６３,０００７０６Ｆ１雄

１０７,０００９４,０００１２１,０００７４１１Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

　

私
は
、
二
月
二

十
二
日
か
ら
三
月

十
一
日
の
二
十
日

間
、
フ
ラ
ン
ス
・

イ
タ
リ
ア
の
チ
ー
ズ
工
房
の
視
察
研
修

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

将
来
は
、
家
で
搾
っ
た
牛
乳
か
ら
チ

ー
ズ
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
私
は
、

北
海
道
の
、
共
働
学
舎
新
得
農
場
で
二

年
間
の
研
修
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
そ

の
研
修
先
の
宮
嶋
望
さ
ん
が
、
フ
ラ
ン

ス
で
チ
ー
ズ
の
ジ
ャ
ッ
ジ
・
イ
タ
リ
ア

で
の
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
会
議
に
招
待
さ

れ
て
行
く
こ
と
を
知
り
、
以
前
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
は
チ
ー
ズ
の
本

場
、
一
度
は
行
っ
て
見
た
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
私
も
同
行
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
の
他
に
、
共
働
学
舎
で

働
い
て
い
る
女
性
二
名
も
一
緒
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
二
日
、
私
は
早
め
に
成
田

空
港
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
が

な
か
な
か
来
ま
せ
ん
。
千
歳
空
港
が
大

雪
で
、
飛
行
機
が
遅
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
そ
の
後
仲
間
二
人
が
無
事

到
着
し
ま
し
た
。
残
る
は
宮
嶋
さ
ん
一

人
で
す
。
飛
行
機
が
飛
ぶ
前
に
、「
間
に

合
わ
な
い
か
ら
、
三
人
で
先
に
行
っ
て

く
れ
。」
と
連
絡
が
あ
り
、
不
安
で
い
っ

ぱ
い
の
ま
ま
、
先
に
フ
ラ
ン
ス
に
到
着

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
着
い
た
ら
ハ

ラ
ハ
ラ
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。
翌
日
に
は
宮
嶋
さ
ん
も
到

着
し
、
研
修
も
順
調
に
ス
タ
ー
ト
で
す
。

乳
製
品
学
校
、Ｃ
Ｏ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｄ
社（
チ

ー
ズ
の
道
具
・
乳
酸
菌
を
扱
っ
て
い
る

会
社
）、数
件
の
フ
ェ
ル
ミ
エ（
農
家
製
）

工
房
を
ま
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

パ
リ
で
宮
嶋
さ
ん
は
チ
ー
ズ
の
コ
ン
ク

ー
ル
に
出
席
し
、
私
達
は
農
業
祭
を
見

て
回
り
ま
し
た
。
そ
の
会
場
で
は
、
牛

・
ヤ
ギ
・
ヒ
ツ
ジ
・
鳥
・
ブ
タ
等
の
家

畜
が
た
く
さ
ん
い
て
、
そ
の
横
で
は
、

チ
ー
ズ
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
ハ
ム
・
サ
ラ

ミ
を
売
っ
て
い
た
り
、
肉
牛
の
横
で
肉

を
焼
い
て
い
た
り
、
驚
く
こ
と
ば
か
り

で
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
の
十
日
間
が
終
わ
り
、

イ
タ
リ
ア
に
入
り
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア

は
暑
い
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
フ
ラ

ン
ス
と
同
じ
く
ら
い
寒
か
っ
た
で
す
。

南
方
の
海
の
近
く
も
、
想
像
と
違
い
と

て
も
寒
く
感
じ
ま
し
た
が
、
イ
タ
リ
ア

の
人
達
は
、
と
て
も
明
る
く
て
親
切
で

し
た
。

　

パ
ル
ミ
ジ
ャ
ー
ノ
・
レ
ッ
ジ
ャ
ー
ノ
、

グ
ラ
ナ
・
パ
ダ
ー
ノ
、
モ
ン
テ
・
ベ
ロ

ネ
ー
ゼ
、
タ
レ
ッ
ジ
ョ
、
そ
し
て
水
牛

の
モ
ツ
ァ
レ
ラ
等
の
フ
ェ
ル
ミ
エ
工
房

を
見
学
し
た
時
に
、
ど
こ
の
工
房
で
も

丁
寧
に
説
明
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
の
ど
こ
の
工

房
で
も
共
通
し
て
話
し
て
い
た
の
は
、

「
何
年
も
の
長
い
歴
史
が
あ
っ
て
、
道

具
と
か
は
機
械
化
さ
れ
て
き
た
け
れ
ど
、

基
本
的
な
作
り
方
は
変
わ
っ
て
い
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ど
こ
の
工

房
で
も
、
す
べ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、
あ

る
程
度
の
時
間
の
目
安
で
、「
ミ
ル
ク
の

時
の　

は
計
る
け
ど
、
ホ
エ
ー
の　

は

pH

pH

計
ら
な
い
よ
。
あ
と
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
ね
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
何
十
年

も
チ
ー
ズ
を
作
っ
て
い
る
人
で
さ
え
、

「
同
じ
チ
ー
ズ
は
作
れ
な
い
」
と
も

言
っ
て
い
ま
し
た
し
、
や
は
り
チ
ー
ズ

作
り
は
奥
が
深
い
と
思
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
逆
に
そ
れ
が
お
も
し
ろ
い
の
か

と
思
い
、
ま
す
ま
す
や
る
気
が
出
て
き

ま
し
た
。

　

私
の
家
で
も
、
近
い
将
来
チ
ー
ズ
工

房
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
時
に

は
、
こ
の
研
修
で
得
た
こ
と
を
生
か
し

な
が
ら
、
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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那
須
町
大
同　

今　

ゆ
か
り

後
継
者
海
外
研
修
レ
ポ
ー
ト
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六
月
十
五
日　

大
田
原
・
塩
原
・
西
那
須
野

　
　
　
　
　
　

西
那
須
野
事
業
所

　

開
催
時
刻
は
四
会
場
と
も
、
午
後
一

時
三
十
分
よ
り
開
催
致
し
ま
す
。

�
　
　
�
　
　
�

　
【
通
常
総
代
会
】の
開
催
に
つ
い
て

　

第
三
回
通
常
総
会
を
次
の
通
り
開
催

致
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

期　

日　

平
成
十
六
年
六
月
三
十
日

　
　
　
　
　

午
前
十
一
時
よ
り

　

場　

所　

高
根
沢
町
民
ホ
ー
ル

�
　
　
�
　
　
�

受
精
卵
移
植
師
免
許
取
得
講
習
会
開
催

　

開
催
期
間　

六
月
二
十
八
日
〜

　
　
　
　
　
　

七
月
二
十
三
日

　

開
催
場
所　

栃
木
県
酪
農
試
験
場

　

申
請
受
付　

六
月
十
日
〜
十
七
日

　

申
請
書
を
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
提
出

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
畜
産
振
興
課
又

は
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
で
。

四
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

酪
農
ま
つ
り
報
告
に
つ
い
て

　

�三
 
　

平
成
十
六
年
度
生
乳
計
画
生
産

自
主
申
告
に
つ
い
て

　

�四
 
　

建
設
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

平
成
十
六
年
度
生
産
者
支
払
乳

価
及
び
四
月
分
生
産
者
支
払
乳
価

に
つ
い
て

　

�二
 
　

三
月
度
及
び
下
半
期
事
業
実
績

に
つ
い
て

　

�三
 
　

平
成
十
五
年
度
乳
質
共
励
会
表

彰
に
つ
い
て

　

�四
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

こ
こ
最
近
Ｐ
Ｃ
関
連
ニ
ュ
ー
ス
は
、

顧
客
情
報
漏
洩
、
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
、

迷
惑
メ
ー
ル
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
関
連

の
事
件
な
ど
話
題
に
事
欠
き
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｎ
ｙ
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
開
発
者
が
逮

捕
さ
れ
ま
し
た
。
著
作
権
法
違
反
ほ
う

助
の
疑
い
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
フ
ァ
イ

ル
を
共
有
化
す
る
も
の
で
、
音
楽
な
ど

の
著
作
権
が
問
題
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
逮
捕
は
各
業
界
に
波
紋
を
広
げ
て

お
り
、
逮
捕
を
妥
当
と
す
る
者
、
悪
用

さ
れ
た
ら
逮
捕
さ
れ
る
の
で
は
ソ
フ
ト

開
発
で
き
な
い
、
開
発
者
を
逮
捕
す
る

の
は
間
違
っ
て
い
る
と
す
る
者
な
ど
、

様
々
な
見
解
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｎ
ｙ
を
利
用
し
て

ゲ
ー
ム
な
ど
を
送
信
可
能
な
状
態
に
し
、

逮
捕
さ
れ
た
者
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｎ
ｙ
を
利
用

し
て
い
る
の
で
、
五
十
万
払
え
な
ど
と

い
っ
た
架
空
請
求
等
の
関
連
犯
罪
も
起

こ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
は
ど

う
考
え
ま
す
か
。
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壬
生
町
の
井
上
了
一
さ
ん
（
五
十
三

才
）
が
、
酪
農
に
対
す
る
情
熱
と
努
力

で
、
新
規
に
就
農
す
る
こ
と
の
難
し
さ

に
打
ち
勝
ち
、
こ
の
度
め
で
た
く
牧
場

経
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
は
約
一
年
前
、
当
時
自
動

車
板
金
工
場
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
酪
農
業
を
営
む
た
め
酪
農
に
関
す
る

情
報
と
組
合
の
状
況
を
伺
い
た
い
。」と

県
南
支
所
へ
訪
れ
ま
し
た
。
事
情
を
尋

ね
ま
す
と
、
出
身
が
北
海
道
別
海
町
で
、

学
生
時
代
に
は
搾
乳
を
手
伝
っ
て
か
ら

学
校
に
通
っ
た
こ
と
、
板
金
工
場
の
前

に
は
酪
農
家
が
あ
り
、
近
所
付
き
合
い

の
中
で
時
折
手
伝
い
も
し
て
い
た
こ
と

な
ど
、
酪
農
に
縁
が
深
い
人
で
あ
る
こ

と
が
解
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
数
年
前

に
そ
の
酪
農
家
が
廃
業
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
井
上
さ
ん
は
前
々
か
ら

の
酪
農
経
営
へ
の
夢
を
是
非
実
現
し
た

く
な
り
、
息
子
さ
ん
（
美
昭
さ
ん
二
十

才
）
と
相
談
し
、
親
子
で
酪
農
に
新
規

就
農
す
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

早
期
に
搾
乳
が
出
来
る
よ
う
、
北
海

道
よ
り
経
産
牛
を
導
入
し
、
二
月
十
六

日
か
ら
二
十
八
頭
の
搾
乳
が
始
ま
り
ま

し
た
。
井
上
さ
ん
は
事
前
搾
乳
研
修
を

二
ヶ
月
間
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
初
め

て
の
搾
乳
日
に
は
機
械
・
飼
料
メ
ー
カ

ー
及
び
組
合
関
係
者
が
手
伝
い
、
新
規

就
農
を
祝
い
励
ま
し
ま
し
た
。

　

搾
乳
牛
を
北
海
道
か
ら
一
度
に
導
入

し
ま
し
た
、
輸
送
ス
ト
レ
ス
の
影
響
か

ら
乳
量
が
極
端
に
少
な
く
心
配
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
ス
ト
レ
ス
も
改
善
さ
れ
、

順
調
に
出
荷
が
始
ま
り
分
娩
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
自
家
育
成
を
基
本
に
井
上
牧

場
の
銘
柄
乳
牛
を
揃
え
て
、
皆
さ
ん
に

負
け
な
い
牧
場
作
り
に
井
上
親
子
は
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。
是
非
、
こ
の
親
子

に
熱
い
エ
ー
ル
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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�五
 
　

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
建
設
に
つ
い
て

　

�六
 
　

Ｊ
Ａ
総
合
診
断
受
診
に
つ
い
て

�
�
�
�

祝

ご
結
婚

　

益
子
町
の
岩
淵
至
正
さ
ん
の
後
継
者

隆
之
さ
ん
が
、
四
月
二
十
四
日
新
婦
泰

子
さ
ん
を
迎
え
ら
れ
ご
結
婚
さ
れ
ま
し

た
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

�
　
　
�
　
　
�

　
【
地
域
説
明
会
】

　

地
域
別
説
明
会
を
、
次
の
通
り
開
催

致
し
ま
す
の
で
ご
出
席
を
お
待
ち
申
し

上
げ
ま
す
。

六
月
九
日　
　

栃
木
県
南
支
所
管
内

　
　
　
　
　
　

芳
賀
地
方
農
業
共
済
組
合

六
月
十
日　
　

宇
都
宮
支
所
管
内

　
　
　
　
　
　

塩
谷
地
方
農
業
共
済
組
合

六
月
十
一
日　

那
須
・
黒
磯
地
域

　
　
　
　
　
　

厚
崎
公
民
館
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